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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成28年12月15日(2016.12.15)

【公表番号】特表2016-500695(P2016-500695A)
【公表日】平成28年1月14日(2016.1.14)
【年通号数】公開・登録公報2016-003
【出願番号】特願2015-538545(P2015-538545)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ  45/52     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  47/22     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  27/188    (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ   45/52     　　　　
   Ｃ０７Ｃ   47/22     　　　Ｈ
   Ｂ０１Ｊ   27/188    　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｂ   61/00     ３００　

【手続補正書】
【提出日】平成28年10月25日(2016.10.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクロレインをグリセロールから調製する方法であって、
　前記グリセロールの脱水が、触媒ＭＷＯＡの存在下において行われ、
　ＭＷＯは、少なくとも１つの金属Ｍおよびタングステンの複合酸化物および／または単
独酸化物の混合物を表し、Ｍはジルコニウム、ケイ素、チタン、アルミニウム、およびイ
ットリウムから選択され、Ａは１つまたは複数のルイス塩基を表し、
　前記ルイス塩基の１つは式Ｂ（Ｒ１）ｐ（Ｒ２）ｑ（Ｒ３）ｒを有し、ＢはＣ、Ｓ、Ｐ
、Ｏ、Ｎ、およびハロゲンから選択される元素であり、Ｒ１、Ｒ２、およびＲ３は、互い
に独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ６アルキル基、Ｏ、ＯＨ、またはＯＲを表し、ＲはＣ１～Ｃ６
アルキル基を表し、ｐ、ｑ、およびｒの合計は０～４である、
　ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、
　Ｍが、ジルコニウム、ケイ素、チタン、アルミニウム、およびイットリウムから選択さ
れる少なくとも２つまたは３つの金属を表すことを特徴とする、方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法であって、
　Ａが、リン酸イオンＨｘＰＯ４

（ｘ－３）（ｘは０～２である）、Ｈ３ＰＯ４、ホウ酸
イオン、Ｆ－、Ｃｌ－、Ｂｒ－、Ｉ－、ＮＨ３、ＣＮ－、硫酸イオン、炭酸イオン、カル
ボン酸イオン、アルコール、アルコラートイオン、およびそれらの混合物から選択される
ことを特徴とする、方法。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の方法であって、
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　表面のモル比Ａ／Ｍが０．００５～０．５であることを特徴とする、方法。
【請求項５】
　請求項４に記載の方法であって、
　前記表面のモル比が０．０１５～０．０９であることを特徴とする、方法。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項に記載の方法であって、
　モル比Ｗ／Ｗと異なる元素Ｍの合計が０．００５～０．４であることを特徴とする、方
法。
【請求項７】
　請求項６に記載の方法であって、
　前記モル比が０．０１～０．１であることを特徴とする、方法。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１項に記載の方法であって、
　前記グリセロールが水溶液であり、その水溶液の濃度が少なくとも１重量％であること
を特徴とする、方法。
【請求項９】
　請求項８に記載の方法であって、
　前記水溶液のグリセロール濃度が１０～５０重量％であることを特徴とする、方法。
【請求項１０】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の方法であって、
　前記触媒が再生されることを特徴とする、方法。
【請求項１１】
　３－（メチルチオ）－プロピオンアルデヒドＭＴＰＡ、２－ヒドロキシ－４－メチルチ
オブチロニトリルＨＭＴＢＮ、メチオニン、２－ヒドロキシ－４－メチルチオブタン酸Ｈ
ＭＴＢＡと、そのエステルおよび金属キレート、または、２－オキソ－４－メチルチオブ
タン酸ＫＭＢと、そのエステルおよび金属キレート、を製造する方法であって、
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の方法を実施することを特徴とする、方法。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれか１項に記載の方法であって、
　前記脱水反応が気相中において行われることを特徴とする、方法。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の方法であって、
　前記脱水反応が、固定床反応器、流動床反応器、または循環流動床反応器によって行わ
れることを特徴とする、方法。
【請求項１４】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の方法であって、
　前記脱水反応が液相中において行われることを特徴とする、方法。
【請求項１５】
　請求項１～７および１０のいずれか１項に記載の触媒の使用であって、
　前記グリセロールをアクロレインに転換するための使用。
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